令和元年度事業報告書
１　総　会

　　◎第７回定時総会

　　　　令和元年５月３０日（木）１４時から、東京都中央区京橋３－６－１５ 真珠会館２階会議室において、第１種会員４団体すべてが出席し、水産庁増殖推進部栽培養殖課 中井課長補佐臨席のもと第７回定時総会を開催し、次の議案について審議し、議決した。
　　　　第１号議案　平成３０年度事業報告に関する件

　　　　第２号議案　平成３０年度貸借対照表の承認に関する件

　　　　第３号議案　平成３０年度正味財産増減計算書の承認に関する件
　　　　第４号議案　その他
　　　　議案の審議状況は、次のとおりである。
　　　　第１号議案　平成３０年度事業報告に関する件
平成３０年度事業報告書(案)により、事業の概要を報告、説明した後、定款第３８条の規定に
基づき、本件の承認を議決した。

　　　　第２号議案　平成３０年度貸借対照表の承認に関する件
　　　　　平成３０年度末時点での貸借対照表について報告、説明した後、４月１７日に監事監査を受け、
適正且つ、妥当である事を確認した旨を報告、定款第１３条の規定に基づき、本件の承認を議決した。
　　　　第３号議案　平成３０年度正味財産増減計算書の承認に関する件
　　　　平成３０年度末時点での正味財産増減計算書について報告、説明した後、４月１７日に監事監査を
　　　受け、適正且つ、妥当である事を確認した旨を報告、定款第１３条の規定に基づき、本件の承認を
議決した。
　　　　第４号議案　その他
特になし。
２　理事会及び理事協議会
　　令和元年度の理事会の開催状況は、次表のとおりである。

	回
	開 催 日 時
	開 催 場 所
	審 議 事 項 等

	１
	平成31年
4月26日（金）

	神戸・日本真珠会館
1階会議室
	審議事項　
・平成30年度決算承認について
・社労士など専門家を交えた就労規則等改定の検討について
・日本の真珠規格をＩＳＯ登録に向けて取り組むことについて
・事務所移転について

報告事項

・各団体、各委員会及び事務局

	１
	令和元年
5月30日（木）

	東京・真珠会館
2階会議室
	協議事項

・事務所移転について
・令和元年度予算の変更について
報告事項

・各団体、各委員会及び事務局

	２
	令和元年
7月 18日（木）
	神戸・日本真珠会館

１階会議室
	報告事項

・各団体、各委員会及び事務局

	３

	令和元年
9月　3日（火）
	東京・日本真珠振興会　会議室
	審議事項
・ＣＩＢＪＯ総会参加に伴う費用支出について
・次世代中核的人材支援事業予算の計画変更について
・ＤＮＡタグ効果試験に関わる追加費用について

・広告宣伝戦略ワーキンググループにおける活動
状況と予算手当について
報告事項

・各団体、各委員会及び事務局

	４
	令和元年
   10月10日（木）
	神戸・日本真珠会館

１階会議室
	協議事項
・アコヤガイの斃死発生状況と今後の対策について
・大日本水産会｢水産界｣12月号の原稿執筆について
報告事項

・各団体、各委員会及び事務局

	
	令和元年
11月 18日（月）
	東京・日本真珠振興会　会議室
	審議事項　
・「就業規則、給与規定、旅費規程の改定､及び育児
・介護休業等に関する規定」について
協議事項
・日本ジュエリー協会との連絡会メンバーの構成について
・振興会ホームページに掲載予定の「アコヤガイの大量死と振興会としての取り組み」について
・生産管理ポイント作成に向けた調査実施の件に
ついて

報告事項
・各団体、各委員会及び事務局

	６

	令和元年
　12月11日（月）


	神戸・日本真珠会館１階会議室
	協議事項

・オリパラ対応の件について
・ＣＩＢＪＯのカルチャードパール表記に関する議論について
・日本アコヤ真珠の遺産登録に向けた考え方について
報告事項

・各団体、各委員会及び事務局

	７
	令和２年
　3月19日（木）
	神戸・日本真珠会館

　　　　１階会議室
	審議事項
・オリパラ対応の件について

・日本ジュエリー協会連携事業「インバウンド向け
情報サイト開設」に向けた取り組みについて
・令和２年度事業計画、収支予算（案）について
協議事項

・オリパラに対する今後の対応について

・輸出拡大協議会補助事業への参加について

報告事項

・各団体、各委員会及び事務局


（注）詳細は、既配布及び振興会事務局設置の議事録参照
３　事業の概要

［実施事業等会計］
１　市場開拓及び需要拡大等支援事業
（１）展示会等への出展による市場開拓・需要拡大事業
　　　①　国内国際宝飾展出展事業
　　ア　第２３回神戸国際宝飾展（ＩＪＫ２０１９）主催：リードエグジビションジャパン(株)

　　　　　　（令和元年５月１６日（木）～１８日（土）於：神戸国際展示場）

　　　　　　　振興会は宝飾展を特別後援するとともに、会場内振興会ブースにおいて、日本産アコヤ真珠の

すばらしさをＰＲするためのＤＶＤの放映、日本産アコヤ真珠をあしらったパールプリンセスの王冠、高品質日本産アコヤ真珠の展示を行った。
　　イ　ジャパンジュエリーフェア２０１９（ＪＪＦ２０１９）主催： (社)日本ジュエリー協会・

ＵＢＭジャパン (株)（令和元年８月２８日（水）～３０日（金）於：東京ビッグサイト）

　振興会ではフェアを後援した。また、ジュエリーデザインアワード２０１９において、特別賞

として日本真珠振興会会長賞の授与を行った。
ウ　第３１回国際宝飾展（ＩＪＴ２０１９）主催：リードエグジビションジャパン(株)
（令和２年１月２０日（月）～２３日（木）（於：東京ビッグサイト）
 振興会は宝飾展を後援するとともに、会場内振興会ブースにおいて、日本産アコヤ真珠のすば
らしさをＰＲするためのＤＶＤの放映、パールプリンセスの王冠、高品質日本産アコヤ真珠の
展示を行った。
②　海外宝飾展出展及び支援事業

　　　ア　香港ジュエリー＆ジェムフェア

令和元年９月１８日（水）～２２日（日）　於：香港ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ＆ｴｷｼﾋﾞｼﾞｮﾝｾﾝﾀｰ
イ　香港インターナショナル・ダイヤモンド・ジェム＆パール・ショー２０２０
令和２年２月２６日（水）～３月２日（月）　於：アジアワールドエキスポ
ア、イの宝飾展において、日本の真珠についての理解を深めてもらうためジャパンパビリオンに
　　　　おいても「真珠の国・日本」をＰＲした。
③　特選真珠の展示、広報宣伝活動
（令和元年８月２８日（水）～３０日（金）於：東京ビッグサイト（ＪＪＦ２０１９会場内））
日本真珠輸出加工協同組合で独自に認定している特選真珠を、ジャパンジュエリーフェアー
（ＪＪＦ２０１９）の会場内にて展示ＰＲ、販売する事業を支援した。
（２）地域活性化事業

　　　①　愛媛県・真珠ＰＲレディ募集事業　実施：愛媛県漁業協同組合連合会

（令和元年８月末日応募締切、１０月中旬最終選考、任期１１月下旬より１年間）

「全国一真珠が好きで真珠に詳しい愛媛県民育成」をねらい、愛媛県産アコヤ真珠の広告としてＰＲ

レディ「ミズ・オンドアール」を選出する事業を支援した。

　　　②　神戸パールパスポート事業　実施：日本真珠輸出組合（神戸パールパスポート準備実行委員会）
我が国最大の真珠集散地である神戸において「真珠の街・神戸」の魅力を拡大・発信するため、

真珠を身につけ、パスポートの発行を受ければ市内で特典や割引を受けることができる取組に関して、

ポスターやチラシ、ホームページによる広報活動を支援した。

③　第６９回真珠供養祭　実施：三重県真珠養殖連絡協議会
令和元年１０月２２日（火）三重県、賢島・宝生苑において開催された真珠貝の法要等の行事
を支援した。また、振興会副会長が弔辞を奏上した。
２　品質向上及び供給安定化等支援事業

（１）品質向上事業

　　　①　品評会関連

　　　　　ア　第４４回全国真珠品評会、第１７回全国花珠真珠品評会

振興会と全国真珠養殖漁業協同組合連合会の共催により、農林水産祭参加行事として、二つの

品評会を実施した。
　　 第４４回全国真珠品評会（浜揚げ珠）

　　　　　　　　     審査会　令和２年　２月１９日（水）　於：伊勢・真珠会館

　　　　　　　　     表彰式　令和２年　３月２４日（火）　於：伊勢・真珠会館

　　　　　    　　　 農林水産大臣賞１点、水産庁長官賞２点、日本真珠振興会長賞等団体賞３点を選考し、
表彰した。
　　     第１７回全国花珠真珠品評会
審査会　令和２年　２月１９日（水）　於：伊勢・真珠会館

　　　　　　　　     表彰式　令和２年　３月２４日（火）　於：伊勢・真珠会館

　　　　　      　　 農林水産大臣賞１点、水産庁長官賞２点、日本真珠振興会長賞等団体賞３点を選考し、
表彰した。

イ　第４１回愛媛県浜揚真珠品評会　

実施：愛媛県漁業協同組合連合会、愛媛県真珠養殖漁業協同組合協議会

（令和元年１１月１４日（木）　於：愛媛県宇和島市・愛媛県漁連漁業研修センター）
　　　 　 　  真珠養殖の技術及び品質向上を図り、業界の長期安定、品質向上と発展に寄与することを

目的として開催される品評会を後援、日本真珠振興会会長賞を授与した。

　ウ　第１３回三重県真珠品評会　実施：三重県真珠養殖連絡協議会
　　　　　　　 （令和元年１２月３日（火）　於：志摩市商工会館）

 三重県内産浜揚真珠の内、品質の優秀なもの６1点をエントリーし、展示公開をするとともに、

その中で特に優秀な５点を選び表彰する事業を支援した。
　　　②　養殖技術向上関連

ア　自動観測ブイ管理事業　実施：三重県真珠養殖連絡協議会
（令和元年４月１日(月)～令和２年３月３１日(火)、於：英虞湾央,湾奥、的矢湾、五ヶ所湾）

県下の真珠養殖漁場４カ所に設置された自動観測ブイで、１時間ごとのリアルタイムの漁場
環境情報をパソコン、携帯電話を通じ養殖業者に発信する事業を支援した。
イ　宇和海水温観測システム　実施：愛媛県漁業協同組合連合会ほか

（令和元年４月１日（月）～令和２年３月３１日（火）、於：愛南町内海塩小島近海）

　内海、塩小島に設置している水深６０メートルの水温計を活用し、日々の養殖管理に役立てる

事業を支援した。
ウ　高品質珠生産活動事業　実施：全国真珠養殖漁業協同組合連合会

（令和元年４月１日（月）～令和２年３月３１日（火）、於：全真連）

真珠生産の国際化のなかで、日本産アコヤ真珠の品質保持を図り下級真珠の市場流出を防止し、
日本産アコヤ真珠の国内外への良質真珠安定供給により、品質問題の信頼関係を図り生産体制
の基盤崩壊を防ぐ事業を支援した。　
③　新技術、新基準関連
ア　２年貝による挿核試験　実施：愛媛県漁業協同組合連合会ほか
２年貝を下灘漁協等組合に配布し、挿核後の追跡調査を毎月行い、今後の優良母貝生産に
役立てる事業を支援した。
　　　 　　イ　学校法人関西文理総合学園長浜バイオ大学、水産研究・教育機構増養殖研究所、及び
株式会社大月真珠との共同研究の推進
　　　　　　学校法人関西文理総合学園長浜バイオ大学、水産研究・教育機構増養殖研究所、及び株式
会社大月真珠と共同研究契約を締結し、「ＤＮＡタグを利用した真珠の生産地検証技術の
開発」を実施した。この研究において、長浜バイオ大学が推進する研究費を一部拠出した。
［その他会計］
１　真珠検定事業
　　従来曖昧だった真珠についての価値基準や諸説を整理し、真珠の美しさをより多くの人に伝えることを

目的として、平成２６年度から真珠検定事業を実施。令和元年度は以下のとおり事業を実施した。
①　一般消費者向け「はじめての真珠講座」の開催
より広く一般に真珠の魅力に触れてもらうため、基本的な内容を短時間で伝える講座として
令和元年度は、約７８回開催した。(累計開催回数３９７回)
②　ＪＡ（ジュニアアドバイザー）講座の開催

平成３０年度よりｅラーニングを開始し、２０５名が受講した。
③　ＳＡ（シニアアドバイザー）検定講座を２回開催。受講者数２８名。ＳＡ資格登録者総数２２７名。
④　ＳＰ（スペシャリスト）認定試験

　　　　　販売経験３年以上かつＳＡ取得後３年以上の実績を持ち、ＳＡフォローアップ研修を５回以上

受講した知識・経験・倫理・選別眼を併せ持つ真珠のスペシャリストの認定試験を実施した。

受験者数４名のうち合格者１名。ＳＰ資格登録者総数２名。
⑤　ＳＡ限定フォローアップイベントの開催

資格取得者のフォローアップとして、平成３０年度は以下のとおり４回開催した。
・令和元年７月１０日（火）に、神戸において開催した。

・令和元年１０月２１日（月）～２２日（火）に、志摩市賢島において真珠供養祭・養殖場見学
を実施した。
・令和元年１０月２３日（水）に、「秋のIJT」会場であるパシフィコ横浜において開催した。
・令和元年１０月２８日（水）～１１月２日（月）に、タヒチパールプロモーションの協力で

「タヒチアンパールスタディツアー」を開催した。

⑥　ジュエリーコーディネイト協会とのコラボ企画
　　令和元年７月１日（月）～令和元年１２月２７日（金）に、ジュエリーコーディネーター資格保有
者に対しＪＡ検定講座の無料受講キャンペーンを実施した。受講者数は、ＪＡ申込者１５０名、ＪＡ
試験合格者９２名、ＳＡ合格者５名、ＪＡ受講未完了者５８名。

⑦  その他
ＳＡ資格取得に関する説明相談会を開催、ＳＡ限定オンライン教材を追加した。
２　日本真珠国際競争力強化推進事業
· 令和元年度の標記事業補助金の交付決定を受け、真珠産業連携強化協議会（以下「協議会」と
いう。学識経験者・事業者・真珠関係自治体・研究機関・国により構成）及び関係３部会（生産
開発部会、販売・マーケティング部会、及び記念事業特別部会）を設置した。
· 第１回協議会を令和元年６月６日（木）に東京・ＴＫＰ東京八重洲カンファレンスセンター会議
室で開催した。第２回協議会は３月１３日（金）に開催することとしたが、新型コロナウィルス
蔓延のため、委員など関係者に関係資料を送付し、意見を聴取した。また、協議会の下に設置した
３つの部会を４月から開催したが、新型コロナウィルス蔓延などの影響から合計４回の開催にとど
まり、最終部会はいずれも協議会同様、委員に関係資料を送付し、意見を聴取する形にとどまった。
· 生産開発部会では、アコヤガイの大量死対策の一環として、アコヤガイの需給マッチング、及び
種苗掛け合わせ実態に関するアンケート調査を実施するとともに、優良母貝の遺伝特性の解明を
目的としたアコヤガイ母貝系統のゲノム解析、品質向上を目的とした真珠表面部のタンパク質劣化
計測、養殖管理ポイント策定に係るフィージビリティ調査を実施した。

· 販売・マーケティング部会では、日本真珠の高品質さを海外に発信することを出口とした「真珠
指針」を策定した。また、広告宣伝戦略の構築に関するワーキンググループにおいて、真珠産業の
振興に向けた広告・宣伝戦略を立案した。
· 協議会においては、真珠産業の抱える課題、課題解決に関して協議し、その結果を基礎として
行動計画を加筆し、「暫定的行動計画」改訂版（案）として取りまとめた。
· 本事業の中で、真珠産業の次世代を担う人材が取り組む活動を支援する「次世代中核的人材支援
事業」を実施し、真珠養殖における技術試験、真珠の品質規格、リサイクル等に関する６グループ
の活動を承認し、それぞれのグループ活動を支援した。
· これらにより、関係機関の連携強化を図りつつ、真珠産業及び真珠に係る宝飾文化の振興に向け
て全国的な取組みを実施した。
３　水産物輸出拡大事業

　　　水産物・水産加工品輸出促進協議会からの補助を受け、バイヤーが最も集まる機会であるHong Kong
　  Jewelry ＆ Gem Fair開催中の令和元年６月２２日、香港コンベンションセンター内会議室において、中国を中心とした真珠取り扱い業者約１００人を集め、日本真珠に関するセミナーを実施した。
　　　具体的には、日本真珠振興会の概要を説明するとともに、真珠検定の英語版テキスト、中国語訳テキストを配布し、ＩＧＩ（上海国際宝石学院）マネージャーで中国語ネイティブスピーカーのBie Zhitao Collins 氏に依頼し、最新の世界の真珠の生産状況や日本真珠の品質の良さに関する講演を行った。
４　普及啓発事業
　　①　「振興会のページ」の作成と配布
　　振興会の事業活動について、真珠業界関係者に理解を得るため、伊勢新聞社の協力の下、当該
新聞社が発行する「真珠新聞」に「振興会のページ」を作成、掲載し、同時に第１種会員、第２種
会員、日本真珠再生特別事業負担金拠出者に配布した。また、国内宝飾展会場でも配布した。
・　令和元年４月１１日号においては、日本真珠振興会・大月会長が全国真珠品評会後に行った講演
内容の紹介、第４３回全国真珠品評会（浜揚げ珠）及び第１６回全国花珠真珠品評会の結果報告、
受賞者インタビュー、「次世代中核的人材支援事業」勉強会での成果報告と協議概要を掲載した。
・　令和元年８月１日号においては、令和元年度の再生特別事業負担金拠出状況報告、日本真珠振興
会定時総会における昨年度事業決算報告、令和元年度事業計画、及びＳＰ認定試験の状況について
掲載した。
・　令和２年１月１日号においては、日本真珠振興会・大月会長の新年インタビュー、令和元年度
事業の概況、令和元年度の真珠検定事業中間報告、第４１回愛媛県浜揚真珠品評会の結果報告、
講評、各賞受賞者インタビュー、真珠普及に向けた各地での取り組み、第６９回真珠供養祭の
開催等について掲載した。
　　　②　矢野経済研究所発行「ＪＡＰＡＮ ＰＲＥＣＩＯＵＳ」への広告記事の掲載
　・　No.９４（２０１９年Summer号）には、平成３０年度第２回真珠産業連携強化協議会におけ
　　る審議内容、次期支援事業「日本ブランド構築重点課題支援事業」の概要、次世代中核的人材支
　　援事業に参加するグループの取組活動の紹介、全真連が別途推進中の「日本産アコヤガイ事業」

　　の概要、等について掲載した。

　・　No.９５（２０１９年Autumn号）には、令和元年度第１回連携強化協議会の審議内容、次世
　　代中核的人材支援事業に参加する６グループの取り組み概要、第１０回ＳＡ検定講座、及び第２

　　回ＳＰ認定試験の概要と結果報告、等について掲載した。
　　　③　消費者動向調査の実施
前掲した販売・マーケティング部会における「広告宣伝戦略の構築に関するワーキンググループ」
における広告・宣伝戦略立案のための基礎調査として、「真珠産業の振興に向けた広告・宣伝戦略の
立案に向けた基礎調査」（委託先：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング）を実施した。
　　　④　特別事業に係る活動の開始
日本の宝飾文化を海外に発信していくための取り組みを強化するため、日本ジュエリー協会と連携
した体制を構築し、具体的取り組みを開始した。

　　　⑤　一般消費者からの質問、相談への対応
　メールや電話による一般消費者からの質問や相談、消費者センターからの問い合わせに対応した。
　　　⑥　ホームページのリニューアル、更新、等
　
［法人会計］

1  総会、理事会の開催（前掲）
②　真珠振興議員連盟総会等の開催
令和元年１１月１８日（月）午後に、自民党真珠振興議員連盟が自由民主党本部の会議室で開催
され、①役員人事、②アコヤガイの被害・真珠産業の現状と課題の２点について協議した。
③　事務所の移転
真珠会館がある中央区京橋三丁目付近が都市再開発地域に指定されていることから、新年度に入っ
て新事務所への検討を開始した。この結果、東京駅や霞が関地区からの利便性、経済性を加味して、
新事務所を中央区日本橋茅場町一丁目１１番８号、紅萌ビル５階とし、６月末日に移転、７月１日
から新事務所での業務を開始した。
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